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【 論文 】 

 

中学生における家庭の夫婦関係が家族の目標構造、生徒の達成目標志向、 
学習方略、学習コンピテンスに及ぼす影響 

－大学生の視点から見た状況を中心として－ 
 

尾形 和男 
愛知教育大学（学校教育講座） 

 
 

要約 
中学生における家庭の夫婦関係が家族の目標構造、生徒の達成目標志向、学習方略、学習コンピテンスに及ぼす影響

に関する研究 
本研究は中学生の家庭の夫婦関係が家族の目標構造、生徒の達成目標志向、学習方略、学習コンピテンスにどの様な

効果を及ぼすのかと言うことについて分析を加えた。244 名の大学生に、中学時代のことについて質問紙により調査し

た。質問内容は中学時代の「父親と母親の関係」、「家族の目標構造」、「達成目標志向」、「学習方略」、「学習コンピテン

ス」からなる。パス解析の結果、夫婦関係の良好な家庭では、「学習への取り組み方の重視」する家庭の目標構造が強ま

り、それが達成目標志向である「マスタリー型」を増加させ学習コンピテンスの「学習の効率化」を促進させていた。

また、同時に「学習への取り組み方の重視」は学習方略の「深い処理の方略」を増加させ学習コンピテンスの「学習の

効率化」と「勉強と学校適応」を促進していることが示され、正の影響が多く確認された。しかし一方、夫婦関係が良

くない家庭では夫婦関係が学習コンピテンスの「得意科目」を減少させることが示された。また、夫婦関係からは家庭

の目標構造を形成することがなく、家庭の目標構造から負の影響が多く存在する傾向があることも示された。 
 
キーワード 

夫婦関係、家族の目標構造、学習方略、学習コンピテンス、中学生 
 
 

問題と目的 
中学生は各教科の専門的内容が導入され、その一方で

高校へ向けた準備などでより主体的に学習に取り組むこ

とが求められる時期でもあるが、学習への取り組み方や

その程度については、生徒個々の意識の違い、動機づけ

の程度の違いなどその要因は多くある。 
また、生徒の学習への取り組み方に及ぼす影響につい

ては、生徒を取り囲む環境要因が大きいと考えられる。

環境要因としては、生徒の生活の場である家庭と学校、

場合によっては地域社会なども含まれる。これらの要因

について見た場合、従来は学級という生徒の学校生活の

場に視点が置かれることが多く、その中でも生徒の学習

と目標志向について焦点を当てた研究があげられる。こ

の視点は学習場面において子どもが学習に対して掲げる

達成目標志向を軸にしてきたものであり、現実的な視点

に基づいたアプローチが行われている (Ames, 1992; 
Ames & Archer, 1988; Dweck & Leggett, 1988; Maehr 
& Midgley, 1991; Nichols, 1984)。 

達成目標志向には２つの方向があり、その一つは、課

題の熟達を通して自分の能力の向上と発達を目指すマス

タリー目標（mastery goal）であり、取り組む姿勢や努

力する姿勢を評価するものである。それに対しパフォー

マンス目標（performance goal）は高い能力や成績の獲

得を目指すものであり、能力や結果を重視する立場であ

る。また、一般的にマスタリー目標はポジィティブな遂

行結果を導く望ましい動機づけや認知の過程に関連し、

パフォーマンス目標はネガティブな遂行結果を招く不適

切な動機づけや認知の過程に関連すると考えられている

（Wolter, Yu, & Pintrich, 1996）。このことと関連して、

Ames & Archer（1988）はマスタリー目標志向の強い生

徒は学習に対して積極的な取り組みをし、結果として深

い学習方略を取り成績も良好であるとしている。 
一方で、達成目標志向の方向に伴い、生徒個々の学習

への取り組み方なども影響を受けると考えられるが、生

徒の学習への取り組む姿勢の一つの指標として学習方略

（learning strategy）が指摘できる。学習方略に関する先

行研究においては２つの方向から論じられている。それ

は、深い処理と浅い処理の２つの処理過程との対比であ
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るが（Zimmerman & Martinez-Pons, 1990）、前者は意

味を深く考えながら内容を理解し知識の増加を図る処理

形式であり、後者は内容の理解よりも暗記やリハーサル

による対処法を指している。また、これらの対処方法と

は別に、子どもが失敗を恐れる場合には、自尊心を守る

行動に移行すると考えられており、そのために失敗の理

由をそのせいにできるように、わざと前もって自分に不

利益になるような行動を示すことがあることも指摘され

ている（伊藤,1995）。このような方略はセルフ・ハンディ

キャッピング（課題回避目標志向行動）とも呼ばれてい

る。 
上記の達成目標志向と学習方略の関連性について、中

学生(Nolen, 1988; Yamauchi & Miki, 2003)、高校生

（Ames & Archer,1988）、大学生（Eliot,McGregor,& 
Gable, 1999）を対象とした研究報告が多くなされてい

る。それによると、マスタリー目標志向が強い場合は深

い処理の方略を使用し、パフォーマンス目標志向が強い

場合は浅い処理の方略を取るが、課題回避目標志向の強

い場合にはセルフ・ハンディキャッピングによる方略を

取ることが報告されている。さらに、生徒の達成目標志

向が学習成績にもたらす影響については、深い処理の方

略を取る中学生、高校生の成績が良い、という大変示唆

に富む報告もされている（堀野・市川, 1997 ; Niemivirta, 
1996; Zimmerman & Martinez-Pons, 1990）。マスタ

リー目標志向の高い生徒は、深く考えると同時に種々の

角度から思考して理解し、更に発展的に思考を伸ばし、

教科学習への深く発展的な思考を獲得しているものと推

測される。 
このように、生徒の達成目標志向と学習方略には一定

の関連性があることが示されているものの、生徒の目標

達成志向の形成要因に関する探求は学級の目標構造に基

礎を置き、その学級に設定された目標についての生徒の

認知が影響すると考えているのである。しかし、現実的

な問題として、学級で設定される目標構造に加え、家庭

の目標構造に基づく親の関わりが大きく影響しているこ

とも考えられる。 
家庭環境が生徒に及ぼす影響に関して見た場合、生徒

の学級や学校への適応行動、友人関係に見られる対人行

動、あるいは生徒のうつ傾向などの精神的健康に及ぼす

影響など多岐にわたっている。これらの中には、集団不

適応行動、不登校などの問題も含まれている。これに関

連して、両親の子育てに対する態度を扱った先行研究を

見ると、中学生を持つ父親の家庭関与について、父親と

母親の認知のずれが大きい場合には生徒の精神的問題が

生じやすく（平山,2001）、また、中学生とその両親につ

いて、両親間の関係（愛情）の良さが子どもの精神的健

康の良さを規定する傾向にある（高橋,1998）とする指摘

がある。さらには、両親の愛情関係が家庭の雰囲気を介

して、9 歳～11 歳の子どもの抑うつ傾向と関連している

との指摘もある（菅原・八木下・詫摩・小泉・菅原,1998）。
しかし，中学生や児童に限らず、より幼い子どもの場合

にも同様の傾向があることを示す報告も多く見られる

（例えば、Lindahl, Howes, & Markman, 1988; Hardy, 
Power, & Jaedicke, 1993; Katz & Gottman, 1993）。さ

らに、中井（2010）は父親・母親との間に形成される信

頼感が中学生の学校での適応行動に及ぼす影響について

検討を加え、母親との間に「安心感」が、父親との間に

「親近感」形成される場合は適応が良いことを指摘してい

る。 
これら一連の研究から示唆されることは、家庭内の夫

婦関係のあり方（夫婦関係の良好性）から影響を受ける

子どもは、精神的不健康などの深刻な問題を持つことが

多く、家庭生活を始めとして、対人関係、学校生活にお

いて間接的な問題をさらに増長させることになるという

ことである。このような視点は、適応した学校生活を送

るためには家庭内の夫婦関係を始めとする養育環境が大

前提として取り上げられることが不可欠であることを指

摘している。それは単に学校生活への精神的適応行動形

成に影響をもたらすという意味を持つのみならず、学習

などの学業にも反映されてくることは十分に予測され

る。家庭環境の良好性は夫婦関係の良好性でもあり、家

族のあり方は夫婦関係がその核である（Satir,1964）との

指摘にもあるように、家庭環境の問題として夫婦間の子

育てに対する調和した養育行動を子どもの学習遂行条件

の基礎的な条件として取り上げることは重要な意味を持

つ。本研究においては、まず夫婦関係の状況を基本に置

いて進める。ここで指揮している夫婦関係とは、夫と妻

の両方が相互に理解し合い、信頼し合い、強い絆でむす

ばれているがどうかをというシステムとしての夫婦を指

しており、父親あるいは母親の一方だけを取りあげてい

ない。 
このことに関し、子どもの学習との関連で夫婦関係の

調和について論及した研究は殆ど見あたらない。しかし

夫婦関係あり方は子どもの学習条件の基本的で極めて重

要な視点と考える。 
次に重要な視点として考えられることは、子どもの達

成目標志向行動に影響を与える要因として、児童・生徒

が生活している家庭や学校が有する目標構造が指摘され

ている（Ames, 1992; Kaplan, Middleton, Urdan, & 
Midgly, 2002）。学級・学校や家庭の目標構造とは、学校

の教員で話し合いに基づいて決められる教育に関する方

針、或いは家庭の親によって確認された養育や教育の方

針とそれに基づく具体的推進過程である。目標構造は、

その形成過程など形成されるまでの経過から見ると、家

族成員に及ぼす影響は大きいと考えられる。 
学級・学校の目標構造がパフォーマンス目標志向であ
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る場合、生徒のパフォーマンス志向を促進するが、積極

的な学習行動には影響せず、マスタリー目標志向は積極

的な学習行動に影響するとの指摘（石田・川村, 2008）が

あるように、生徒の学習方略や学業成績に影響を及ぼす

ことは十分に推測されるのである。学校で掲げる目標は

生徒の生活の場である家庭からも影響を受けると考えら

れ、その連続性は存在し得ると考えられる。しかし、生

徒の達成目標志向の構成に関して、家庭の目標構造その

ものとの関係についての報告が見られず、検討がなされ

ていないのが現状である。ただし、この点に関して踏み

込んで見ると、家庭で形成される目標構造は生徒の認知

する学校・学級の目標構造形成にも影響を与え、生徒の

学習目標や取り組みは大きく影響を受けると予測され

る。したがって、家庭の親が子どもの勉強に対してどの

ような目標を置くのか、ということが重要な要素として

位置づけられると考える。このような視点に基づいて、

本研究では、家庭での親の子どもに対する勉強の目標構

造を取り上げることにより、生徒の学校での達成目標志

向と学習方略と学習能力との関連性について検討する。 
家庭の目標構造に関連する報告について見ると、幾つ

かのことが報告されている。清水（2007）は、小学校５

年生、中学校２年生、高校２年生の各集団の家庭環境と

理科の成績との関連性を検討し、小学校５年生では家庭

にある蔵書数、家人の助け、校外学習時間が効果的な影

響をもたらし、中学校２年生と高校２年生では家庭蔵書

数が主に影響していることを明らかにしている。また、

Muola（2010）は、小学校生徒の学業達成動機と家庭環

境の関連性について調べ、父親の職業、母親の職業、父

親の教育、母親の教育、家族の大きさ、家庭での学習促

進要因の６要因が効果的に影響しているとし、同様に

Bansal, Thind, & Jaswal（2006）、Gottfried, Fleming, & 
Gottfried（1998）も類似した結果を報告している。これ

らの報告から、家庭内の両親の学歴・職業、親の子ども

に対する期待の気持ちなど、子どもの学業に効果的影響

要因としての要素が重要であることを示している。この

ような属性が子どもの学習に影響するのは、単なる外的

属性として存在しているだけでなく、親の子どもに対す

る教育の基本的な考え方が存在し、それが間接的なもの

であっても重要と考えられる。つまり、家庭の目標構造

に基づいて子どもとの間に展開される相互作用が要とし

て存在するのであり、家庭環境の中でも子どもに直接的

な影響をもたらし得る重要な視点であると考えられる。 
さらに、家庭の目標構造に関連して、Epstein（1989）

は子どもの学業達成の促進との関連性から次の６つの要

素を取り上げている。それは、①課題の構造と活動の多

様性、②権威的構造、③報酬の構造、④集団化の構造、

⑤評価の構造、⑥時間の構造化である。 
これらの要素は子どもの家庭の目標構造を構成し、子

どもの学業達成行動を促進するための重要な要素と考え

られる。また、上記⑥の指摘は、学校と親との融合に基

づく環境形成は子どもの学業達成行動に効果的な影響を

もたらすということ示したものであり、家庭の学校教育

に関する基本的な欲求と勉強のための要求が満たされて

いるほど教師の関わりが高くなる（Kamaruddin, Zainal, 
& Aminuddin, 2009 ）と言うことも指摘しているのであ

る。 
以上のように、夫婦関係のあり方を基盤とする家庭の

目標構造の影響は生徒の学業達成に及ぼす重要な要素と

考えられる。 
本研究では、このような視点に基づき、家庭の目標構

造に基づく親の子どもへの関わりを取り上げる。その際

に、まず家庭内の夫婦関係の状況が生徒の精神的健康に

直接的な影響をもたらすと同時に生徒への関わり方に直

結すると捉え、夫婦関係を前提に置く。それは、夫婦関

係の良好性は、夫婦のコミュニケーションに基づいて家

庭内のことについていろいろと話し合い、決定して行く

ことに繋がり、子どもの教育についても夫婦間の合意に

基づいた方針が形成されることが多いと推測される。つ

まり、教育に関する家庭の目標構造を形成する上で基盤

になるものと考えられるからである。次に、家庭の目標

構造に基づく子どもへの関わりとして親の子どもに対す

る行動を取りあげ、それにより影響を受けると考えられ

る中学生の達成目標志向を取りあげる。さらに、子ども

の学習方略そして、子ども自身の学習コンピテンスを取

りあげ、それらが受ける影響を検討する。 
本研究では、上記の考えに基づき、夫婦関係のあり方

が子どもの学習活動に影響を与えるとする基本的な考え

に基づき、夫婦関係の良好な家庭とそうではない家庭そ

れぞれの状況を分析することを主眼とする。そのために、

次のモデルを検証することを目的とする。 
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方法 

１． 調査対象 
中学２年生を中心とする家庭環境と学習状況について

分析を加えることを目的として、大学生からみた状況を

中心とするために、愛知県内の国立、私立大学生計 244
名を対象とした（男子 100 名、女子 144 名。1 年生 120
名、2 年生 64 名、3 年生 26 名、4 年生 34 名。大学生の

専攻は、理数系、経済・経営、保育系など学生の得意と

する科目について可能な限り分野を広げて、調査対象に

偏りが生じないように配慮した）。父親の職業（教員 26
名、公務員 23 名、会社員 146 名、自営業 28 名、その他

20 名、不明１名）、母親の職業（教員 16 名、公務員 12
名、会社員 33 名、自営業 15 名、専業主婦 83 名、その

他 84 名、不明１名）。 
中学 2 年生を調査対象として取りあげたのは、小学校

時代とは異なり、教科がより専門的になると同時に、高

校進学を中心とする受験を徐々に意識し、自分の意志に

基づいて勉強に取り組むことが求められる時期に移行す

る時期であるために、より意識され行動へと変化すると

考えられるからである。 
２． 調査用紙 
(1)学生の学年、性別、家族構成、父母の職業を問う質問

項目。 
(2)夫婦関係の尺度：諸井(1997)を参考に作成、10 項目よ

りなる。（以下調査用紙は全て５段階評定である。） 
(3)家庭の目標構造についての尺度：Epstein(1989)と
Bempechat(1992)を参考に作成、30 項目よりなる。ここ

では、①課題の構造と活動の多様性②権威的構造③報酬

の構造④集団化の構造⑤評価の構造⑥時間の構造化、の

各要素を含む項目を取りあげた。 
(4)生徒の達成目標志向の尺度：Niemivirita(1996)によっ

て作成され、Yamauchi & Tanaka(1998)が翻訳した達成

目標尺度（15 項目）を用いた。これは、熟達目標志向尺

度、遂行目標尺度、課題回避目標志向尺度の３つの下位

尺度から構成されており、それぞれ 5 項目からなる。 
(5)生徒の学習方略の尺度：Niemivirita(1996)によって作

成され、Yamaguchi & Tanaka(1998)が翻訳した学習方

略尺度（15 項目）を用いた。これは、深い処理の方略尺

度、浅い処理の方略尺度、セルフ・ハンディキャッピン

グの方略尺度の３つの下位尺度から構成されている。そ

れぞれ５項目、４項目、５項目からなっている。 
(6)生徒の学習コンピテンスの尺度：桜井（1983）を参考

に作成した。10 項目からなる。 
３． 調査時期 

2012 年 7 月 
講義を通して学生に説明し、協力してくれる学生に用

紙を配布し、記入後回収した。 
 

結果 
１．質問紙の構造化 

調査で使用した質問紙がどの様な構造からなっている

かを明らかにするために因子分析を実施した。 
(１) 夫婦関係を測定する質問紙 

夫婦関係がどのような構造から成っているのか明らか

にするために主因子法による因子分析を行った。プロ

マックス回転を行ったところ単因子構造であることが確

認された(α＝.959)。結果を Table 1 に示す 
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(２) 家庭の目標構造を測定する質問紙 
親の子どもに対する目標志向の伝え方について、その

構造を明らかにするために 30 項目について主因子法に

よる因子分析を行った。固有値の減衰率から 4 因子を採

用し、プロマックス回転を行った。結果を Table 2 に示

す。第１因子は項目 13（親は、良い成績をとることが大

切であると言っていた）、項目 8（勉強しないと親に叱ら

れることがあった）、項目 19（宿題をやって良い成績を

取るように言われた）等の項目の負荷が高く、良い成績

を取るために勉強することを重視しているので「成績へ

のこだわり」と命名した。第２因子は項目 28（親は勉強

については、結果よりも一生懸命取り組むことが大切だ

と教えてくれた）、項目 17（成績が悪いときでも将来の

ためにじっくりと取り組むように励ましてくれた）等の

項目の負荷が高く、勉強の結果よりもじっくりと取り組

む姿勢を重視していると考えられるので、「取り組み方

の重視」と命名した。第３因子については、項目 10（成

績が伸びると褒められることがあった）、項目 11（テス

トで良い成績を取ると褒められることがあった）、項目 9
（勉強に取り組むと褒められることがあった）などの負荷

が高く、子どもの成績が上昇することによって親が安心

する状況を示しているので、「成績上昇による親の安心

感」と命名した。第４因子は項目 23（親は担任や先生方

とよく話し合いして、私に聞かせてくれることがあっ

た）、項目 22（親は授業参観、PTA の集まりなど学校に

良く来ていた）等の負荷が高く、親と学校との連携を示

していると考えられるので、「学校との連絡」と命名し

た 。 ま た 、 ４ 因 子 そ れ ぞ れ の α 係 数 は 順

に、.872, .861, .897, .610 であった。第４因子については

項目数から見て妥当な値と考える。 
 

 

 
(３) 生徒の達成目標志向を測定する質問紙 

生徒の学習の仕方を測定する質問紙を構造化するため

に 15 項目について主因子法による因子分析を行った。固

有値の減衰率から 3 因子を採用し、プロマックス回転を

行った。結果を Table 3 に示す。第１因子は項目 3(人よ

りも良い成績や良い結果を取ったときが、一番うれし

かった)、項目 2(人よりいい点を取ったときが、一番うれ

しかった)などの負荷が高く、成績で他人よりも高い得点

を取ることに価値を置いており、結果重視であるので「パ

フォ－マンス型」と命名した。第２因子は、項目 14(出来

るだけ努力しないで、学校の勉強をしようとした)、項目

13(出来るだけ努力しないで、学校の勉強を終わらせよう

としていた)等の負荷が高く、学校の勉強から逃れようと

しているので、「回避型」と命名した。第３因子は項目

7(授業で勉強したことについて、もっとくわしく知りた

いと思うことがあった)、項目 6(勉強して新しいことを知

ることが好きだった)、項目 8(新しいことを習うことは楽

しかった)等の項目の負荷が高く、内容を更に知りたいと

思う気持ちを表しているので、「マスタリ－型」と命名し

た。各因子のα係数はそれぞれ、.857, .843, .822 であり、

十分な内的整合性を有していることが示された。 
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(４) 生徒の学習方略を測定する質問紙 

生徒の学習方略を測定する質問紙の構造化のために、

14 項目について主因子法による因子分析を行った。固有

値の減衰率から 3 因子を採用し、プロマックス回転を

行った。結果を Table 4 示す。第１因子は項目 1(勉強し

たことがちゃんとわかったのか、自分で確かめるように

していた)、項目 2(勉強しているとき、よくわからなかっ

たところは何回も勉強し直すようにしていた)などの負

荷が高く、深く考えてしっかりと取り組む姿勢が示され

ているので「深い処理の方略」と命名した。第２因子は

項目 11(学校の宿題が難しいと、私はすぐにあきらめるこ

とがあった)、項目 13(難しい宿題をするとき、私は他に

違うことをしたくなることがあった)等の負荷が高く、辛

い場面から逃れようとしている姿勢を示しているので、

「セルフ・ハンディキャピング」と命名した。第３因子は

項目 8(勉強やテストのための勉強をするとき、先生が重

要だと言ったところを勉強した)、項目 9(勉強やテストの

ための勉強をするとき、先生がテストに出しそうなとこ

ろを勉強した)など、比較的浅い思考過程に基づく処理方

法であるので「浅い処理の方略」と命名した。各因子の

α係数はそれぞれ、.851, .843, .641 であった。第３因子

は若干低い値ではあるものの内的整合性を有していると

判断した。 
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(５) 生徒の学習コンピテンスを測定する質問紙 

生徒の学習コンピテンスを測定する 10 項目について

主因子法による因子分析を行った。固有値の減衰率から 3
因子を採用し、プロマックス回転を行った。結果を Table 
5 に示す。第１因子は項目 7(学んだことは簡単に思い出

すことができた)、項目 10(勉強は、短い時間で勉強する

ことができた)なとの負荷が高く、効率を特色としている

ので「学習の効率化」と命名した。第２因子は項目 8(学
校の友達と同じくらい頭が良いと思った)、項目 9(勉強が

良くできたので、学校は好きだった)など、勉強を基盤と

する適応を指しているので、「勉強と学校適応」と命名し

た。第３因子は項目 2（私は国語が得意科目であった)、
項目 1(私は理数系が得意科目であった)など得意科目に

ついて内容であるので、「得意・不得意科目」と命名した。

各因子のα係数は順に、.775, .771, .634 であった。第３

因子の値が若干低いものの項目数から見て妥当と思われ

る。 
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(６) 生徒の学習能力に及ぼす影響の検討 
質問紙(1)～質問紙(5)それぞれの因子分析の結果に基

づいて、各下位尺度得点を算出した。次に、夫婦関係の

平均得点(M)と標準偏差値(SD)を算出し、平均値よりも

SD/2 以上の高い値の群（夫婦関係良好群）と、SD/2 以

下の低い値の群（夫婦関係不良群）に分けた。244 名全

体の平均と標準偏差値はそれぞれ 3.54,1.06 であり、それ

ぞれの群の平均得点と標準偏差値は Table 6 に示すとお

りである。 
ここで、各群ごとに Figure 1 に基づくモデル図につい

てパス解析を実施した。そのために、「生徒の学習コンピ

テンス」を従属変数とし、他の変数（「夫婦関係」「親の

関わり」「生徒の達成目標志向」「生徒の学習方略」）を独

立変数とする重回帰分析（強制投入法）を実施した。次

に「生徒の学習方略」を従属変数、他の変数（「夫婦関係」

「親の関わり」「生徒の達成目標志向」）を独立変数とする

重回帰分析（強制投入法）を実施した。また、次に「生

徒の達成目標志向」、「親の関わり」についても順次同じ

手続きに基づいて重回帰分析を加えた。ただし、「生徒の

学習コンピテンスについては「学習効率」「勉強と学校適

応」「得意・不得意科目」の３項目を取りあげてあるので、

それぞれ別々に扱った。ここでは多重共線性の問題は確

認されなかった。 
これらの重回帰分析の結果をTable 7とTable 8にまと

めた。さらに、この結果に基づいて Figure 2、Figure 3
にパス・ダイアグラム示した。ここでは、基本的に学習

パフォーマンスが夫婦関係から受ける影響について検討

するために、夫婦関係に辿り着く関係のみ取りあげた。 
 
 

Table6 夫婦関係の良好性の高群と低群

低群 高群 t値

（n=73） (n=87)

M SD M SD

良好性 2.21 .625 4.62 .271 32.262***

***p<.001
 

 
 

Table7   生徒の学習コンピテンスに及ぼす影響の重回帰分析（夫婦関係良好群）

従属変数 家庭の目標構造 達成目標志向 学習方略 学習コンピテンス

成績への 取り組み方 親の安心 学校との パフォーマンス 回避 マスタリー 深い処理 セルフ・ハンディ 浅い処理 学習の 勉強・学校 得意科目

独立変数 こだわり の重視 連絡 キャップ 効率化 適応

夫婦関係 -.195 .228* .086 .100 .085 .154 -.103 -.052 -.104 .105 .051 -.057 .090

成績へのこだわり .339** .335** -.036 .173 .104 .213✝ -.250* -.168 -.181

取り組み方の重視 .100 -.139 .312** .309** -.104 .084 .044 -.198 -.058

親の安心 -.078 .047 .066 .138 .168✝ .364** -.110 .031 -.071

学校との連絡 -.098 .254* .107 -.016 .009 .048 .097 .065

パフォーマンス .116 -.046 .125 .295** .342** .092

回避 -.428*** .518*** .022 .113 .063 .070

マスタリー .074 -.140 -.140 .266* .163 .112

深い処理 .250✝ .333* .087

セルフ・ハン
ディ・キャップ -.111 -.289* -.048

浅い処理 .036 .065 .063

学習の効率化

勉強・学校適応

得意科目

重相関係数 .038 .052* .007 .010 .131* .117 .214** .480** .441** .301** .350*** .427*** .073

***p<.001 **p<.01 *p<.05 ✝p<.10
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Table 8  生徒の学習コンピテンスに及ぼす影響の重回帰分析（夫婦関係不良群）

従属変数 家庭の目標構造 達成目標志向 学習方略 学習コンピテンス

成績への 取り組み方 親の安心 学校との パフォーマンス 回避 マスタリー 深い処理 セルフ・ハンディ 浅い処理 学習の 勉強・学校 得意科目

独立変数 こだわり の重視 連絡 キャップ 効率化 適応

夫婦関係 -.103 -.017 .159 .048 .061 .065 .079 -.037 -.45 -.078 -.105 -.130 -.218✝

成績へのこだわり -.116 .123 .098 .074 -.100 -.140 -.007 .081 .063

取り組み方の重視 .122 .307✝ .268✝ .047 -.154 -.188 -.001 -.086 .040

親の安心 .500** -.233 .041 .086 .279 .416* .097 .206 .237

学校との連絡 .121 -.142 -.56 -.106 .299* .121 .103 -.009 -.166

パフォーマンス .135 .071 .147 .307* .430** -.215

回避 -.278* .301* .095 .286* .134 .013

マスタリー .400** .014 .061 .263* .300* .041

深い処理 .126 -.046 -.176

セルフ・ハンディ・
キャップ -.432*** -.367** -.053

浅い処理 -.215✝ -.052 -.003

学習の効率化

勉強・学校適応

得意科目

重相関係数 .011 .000 .025 .002 .350*** .061 .105 .375*** .206✝ .174 .417*** .440*** .149

***p<.001 **p<.01 *p<.05 ✝p<.10  
 
 
 
① 夫婦関係の良好性と生徒の学習 

Figure 2 は夫婦関係が良好な家庭を取りあげたもので

あるが、図より次のことがいえる。まず、「夫婦関係の良

好性」から家庭の目標構造の「取り組み方の重視」に有

意な正のパスがみられ、そこから生徒の達成目標志の「マ

スタリー型」に有意な正のパスが確認された。さらにそ

こから学習パフォーマンスの「学習の効率化」に有意な

正のバスが示されている。また、「取り組み方の重視」か

ら学習方略の「深い処理の方略」に有意な正のバスが確

認され、そこから学習パフォーマンスの「勉強と学校適

応」に有意な正のバスが確認された。 
一方「夫婦関係の良好性」から家庭の目標構造の「成

績へのこだわり」に負のパス（傾向）が確認され。さら

に、学習パフォーマンスの「学習の効率化」に有意な負

のパスが示されている。また同様に、「成績へのこだわ

り」から「パフォーマンス型」「回避型」に有意な正のバ

スが示されたが、「パフォーマンス型」からは「学習の効

率化」「勉強と学校への適応」にそれぞれ有意な正のパス

が示された。「回避型」からは「深い処理の方略」に有意

な負のパスが示され、さらに「勉強と学校適応」に有意

な正のパスが示された。一方、「セルフハンディキャッ

プ」からは「勉強と学校適応」に有意な負のパスが示さ

れた。 
以上のことから、「夫婦関係の良好性」は勉強への「取

り組み方の重視」を増加させながら「深い処理の方略」

を増加させ、勉強による学校適応を増していることが理

解できる。また同様に、「取り組み方の重視」は「マスタ

リー型」達成目標志向を増加させ、「学習の効率化」を増

していることが示されているといえる。しかし、「夫婦関

係の良好性」は「成績へのこだわり」を低減させながら、

「学習の効率化」を上昇させていることが示されていると

いえる。また、「成績へのこだわり」の低減は「パフォー

マンス型」の達成目標志向を減少させて、「学習の効率

化」と「勉強や学校適応」を低減させてしまうことも示

されている一方で、「回避型」を減少させることで「深い

処理の方略」を高め「学習による学校適応」を増加させ

て、「セルフ・ハンディキャッピング」を減少させながら

「学習による学校適応」を増加させるなど、複雑な流れも

確認された。 
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② 夫婦関係の非良好性と生徒の学習 
一方、夫婦関係が良くないと生徒に認知された夫婦の

家庭について見ると、夫婦関係が良好な家庭とは異なる

関係が見られた。 
夫婦関係からは家庭の目標構造へのパスが確認され

ず、学習パフォーマンスの「得意科目」に負のパスが示

されている。また、夫婦関係よりも家庭の目標構造が学

習パフォーマンスに影響していることが読み取れる。 
具体的には、「勉強への取り組み方の重視」から「マス

タリー型」に正のパス（傾向）が見られ、そこから生徒

の「学習の効率化」「勉強と学校適応」に有意な正のパス

が見られた。しかし「取り組み方の重視」から「回避型」

に正のパス（傾向）が、そして更にそこから「学習の効

率化」に有意な正のパスが確認された。 
一方、「取り組み方の重視」から「回避型」に正のパス

が（傾向）、そこから「セルフ・ハンディキャップ」に有

意な正のパスが、更に「勉強と学校適応」に有意な負の

パスが確認された。 
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考察 
結果に基づいて、順に考察を加え最後に総合的な考察

を加える。 
本研究では中学生の学習能力に及ぼす要因として、家

庭環境に焦点を当てた。特に、夫婦関係の良好性の程度

が家族の目標構造形成に影響すると考えられる。具体的

な家族の姿勢は、子どもの学習に対する関わり方を指し

ており、家族として夫婦の共同で考えた目標などを指し、

「家族の目標構造」として扱った。このような家族の目標

構造が子どもの達成目標志向、学習方略、そして学習能

力に影響すると考え、その流れを検討した。 
その結果、夫婦関係が良好な場合には、「夫婦関係の良

好性」→「家族の目標構造」→「達成目標志向」→「学

習方略」→「学習能力」の流れが確認され、仮説が支持

されたと言える。具体的に指摘されるのは、夫婦の関係

が良好な場合、家庭の目標構造である「学習への取り組

み方の重視」が増加され、そのことが子どもの達成目標

志向である「マスタリー型」を増幅させ、学習能力の「学

習の効率化」を増加させている。また、「学習への取り組

み方の重視」は学習法略の「深い処理の方略」を増加さ

せ、そして「学習の効率化」を増加させている。その一

方で夫婦関係の良好性は「成績へのこだわり」を減少さ

せ、達成目標志向の「回避型」を減少させ、それが「セ

ルフハンディキヤッピング」を減少させ、最終的に「勉

強と学校適応」を増加させていることが指摘できる。し

かも、「回避型」の減少は「深い処理方略」を増加させ、

最終的には「学習の効率化」と「勉強と学校適応」を増

加させている。 
このように、夫婦関係が良好な場合には、全体的に家

庭の目標構造を介して良好な学習能力形成に影響してい

ることが示されている。この結果は、Ryan, Stiller, & 
Lynch（1994）の、両親に対して愛着を感じている子ど

もほど、自律的動機づけや従事の態度が高く、積極的な

対処行動を行っているという指摘を支持するものであ

る。 
その一方で、夫婦関係が良好でない家庭では、「家庭の

目標構造」が形成されていない。全体的には直接「家庭

の目標構造」から「学習能力」にパスが確認されるが、「取

り組み方の重視」と「成績上昇による親の安心感」から

パスが示されている。「取り組み方の重視」からは「回避

型」と「マスタリー型」に正のパスが示され、それぞれ

増加させているが、「回避型」はさらに「学習の効率化」

を増加させ、一方では「セルフハンディキヤッピング」

を増加させ、最終的には「勉強と学校適応」を減少させ

ていることが示されている。また、「マスタリー型」は「学

習の効率化」と「勉強と学校適応」を増加させているこ
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とが示されている。 
このように、夫婦関係の良好性が認められない家庭の

場合、家庭の目標構造は学習の能力増加に結びつく場合

もあるが、逆に「勉強と学校適応」を減少させる場合も

見られ、夫婦関係の良好性が中学生との学習能力に影響

を及ぼすことが示されたと考える。夫婦関係の良好性が

中学生の学校での学習を始めとする行動に影響をあえる

ことは、平山（2001）や高橋（1998）の指摘する生徒の

適応行動への影響力の存在を示していると考えられる。 
良好な夫婦関係の家庭について見た場合、そうでない

夫婦に比較して夫婦間の意見などの調整が図られている

こともあると考えられるが、この場合、夫婦間の共通の

話題、子育てに関する意見調整などの個々の問題につい

て共通の意識をもつことが多いと考えられる。中学生徒

の受ける影響は、夫婦間で行われ会話、雰囲気などを認

知する場合や家族で作られる流れである家族機能によっ

て受ける場合もあり、とりわけ夫婦関係の良好性につい

ては子どもの共感性の発達や精神的安定に与える影響の

大きさが指摘されている（尾形・宮下,2000;菅原・八木下・

詫摩・小泉・瀬地山・菅原・北村,2002））。 
精神的安定は家庭生活を始めとして学校生活や他の諸

活動を生き生きと行う際の基礎的条件として必要なもの

である。このような視点から見ると、中学生徒の学習活

動中心の学校生活を送るための基本的な条件として、夫

婦関係の安定性は極めて重要な位置を占めると思われ

る。 
本研究では、夫婦関係の良好性と家族の目標構造が生

徒の達成目標志向、学習方略、学習コンビテンスに及ぼ

す影響について分析検討を加えたが、中学生を持つ家庭

では小学校に比較して進学を中心とする関心が強いもの

と考えられる。したがって、夫婦の話題も子どもの勉強

を中心とする生活に傾く可能性も考えられ、このような

背景も本研究の結果を反映しているものと推測される。

しかし、この点に関しては、対象児の年齢的な相違も加

えてより具体的に分析検討を加えていく必要があると考

える。 
また、今回家庭の目標構造として「学校との連絡」を

その要素として取り上げた。しかし、この要素について

は夫婦関係の良好性からの影響は確認されなかった。こ

の結果については、夫婦間の問題以上に、学校側からの

働きかけあるいは、地域としての動きなどの要因がより

強く存在するとも考えられる。したがって、この点に関

する分析もさらに進める必要性があると考える。 
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A Study on the Effects of Marital Relationship on the Family Goal 
Structure, Personal Achievement Goal Orientations, Learning 

Strategies and Learning Competence in Junior High School Students:  
From the University Students’ perception. 

 
Kazuo OGATA 

Department of School Education, Aichi University of Education 
 
 

The purpose of this study is to investigate the effect of marital relationship on family goal structure, 
personal achievement goal orientations, learning strategies and learning competences in junior high 
school students. 244 university students completed questionnaires about their father and mother 
relationships, family goal structure, achievement goal structures, learning strategies and learning 
competences in their own junior high school course. Path analysis revealed that the good marital 
relationship brought influence on effective learning competences beyond the marital relationship which is 
not good. In especially marital relationship which is good increased the family goal structure, 
achievement goal structures, learning strategies and learning competences. The marital relationship 
which is not good didn’t have effective family goal structures but had tendency to decrease learning 
competences.  
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